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Calculated MW:18kD;Observed MW:18kD

CDKN1A

Cyclin-dependent kinase inhibitor 1;CDK-interacting protein 1;Melanoma differentiation-
associated protein 6;MDA-6;p21;
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子は強力なサイクリン依存性キナーゼ阻害因子をコードしている。コードされているタンパク質は、サイクリン-サイクリン依存性キナーゼ2またはサイクリン-サイクリン依存性キナーゼ4複合体に結合してその活性を阻害し、細胞周期G1期の進行を調節する因子として機能する。この遺伝子の発現は腫瘍抑制タンパク質p53によって厳密に制御されており、p53を介して、様々なストレス刺激に応答してp53依存性細胞周期G1期停止を誘導する。このタンパク質は、DNAポリメラーゼ補助因子である増殖細胞核抗原と相互作用し、S期DNA複製およびDNA損傷修復において調節的役割を果たす。このタンパク質はCASP3様カスパーゼによって特異的に切断されることが報告されており、その結果、サイクリン依存性キナーゼ2が劇的に活性化され、カスパーゼ活性化後のアポトーシス遂行に重要な役割を果たす可能性がある。この遺伝子を欠損したマウスは、損傷した組織または欠損した組織を再生する能力を有する。この遺伝子には複数の選択的スプライシング変異体が見つかっている。[RefSeq提供、2015年9月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HCT-116細胞のライセートのウェスタンブロット解析（p21ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。1、p21ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈した（4°C、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用した（>98°C、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

